
自分の命は自分で守る ～水難事故に注意～ 
 

令和 2 年、岐阜県内では水難事故が 39 件発生し、17 名の方が亡くなりました。 
 

川は、非常に危険な場所です。 
 

 
 
 
 
 
 
 
「川ではライフジャケット着用」が現在のスタンダードです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

水難事故防止の詳しい情報は 

         

                

岐阜県内の水難事故多発エリア  

⾧良川  

美濃橋付近（美濃市）、鮎之瀬橋上流（関市） 

ここでは泳がない方が安全です。 
 

海でも水難事故に注意! 
・海でもライフジャケットを着用してください。 

・監視員やライフセーバーがいる海水浴場をご利用ください。 

・天候が悪い時、風が強く海が荒れている時は泳がないでください。 

・船室外ではライフジャケットを着用してください。 

万一の際は、すぐに緊急通報を 

川 119 番 

海 118 番（海上保安庁緊急ダイヤル） 

      
地球を守るために、私たちにできること 

地球環境を守るため、河川敷や海岸でのバーベキューなどで出たごみや釣りで出たごみは持ち帰りましょう。 

岐阜県河川課（電話 058-272-8603）・海上保安庁第四管区海上保安本部（電話 052-661-1611） 
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水防団員になりませんか? 

洪水時に地域を守る水防団は高齢化が進み、新たな団員の確保が課題となっています。 

水防団員となって地域に貢献したい方は、各市町村の水防・消防担当部署にお問い合わせください。      岐阜県河川課 

岐阜県河川課公式 HP 
「水難事故 Q＆A」 

川は、一見安全なように見えますが、実際は、急に 2m くらいの深さになったり、毎秒 2m 以上の速さ（世界レベル

の水泳選手が泳ぐ速さ以上）で流れていたり、川底に引き込む渦が巻いていたりして、私たち人間にとっては、非常に危

険な場所です。 

しかし、こうした川の危険性はあまり知られていないために、毎年、全国の河川で、深みにはまる、川を横断しようとし

て流される、渦に巻き込まれる、冷水で足がつる、川底の流木や岩に引っかかって水面に顔を出せなくなるなどの形で、

多くの方が亡くなっています。川は、水着で気軽に遊ぶような場所ではないのです。 

川遊びをする場合は、川の危険性を十分理解したうえで、自己責任で入念に準備をしてください。ライフジャケットを

着用していれば万一の際も顔が水面に出て助かる可能性が高くなりますので、最低限、子どもも大人も全員ライフジャ

ケットを着用してください。既に県内では場所により着用率は 70％を超えています。また、自分の命は自分で守るという

強い気持ちを持ち、飛び込み、河川横断等の危険な行為は絶対にしないでください。以下も守ってください。 

酒を飲んだら川に入らない 子どもは手の届く範囲に 天気予報が雨なら中止 急な増水に注意 

岐阜県河川課 
公式 Twitter 

海上保安庁 HP 
「海の安全情報」 




